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二
一
一
一

平
成
五
年

一

みーー よ:-. .':'..... ~，. .. .~-..-=--.. ;;_ 

かすみの森公園整備事業 上林森林公園新設事業

善
意

町道菖蒲片山線道路改良事業

、

下林地区ほ場整備事業

~ ，~ ~ 

牛測地区集落排水路改修事業

ラふf~~

拝宏、小学校受水槽新設事業 北野田地区土地区画整理事業南野田ポンプ蔵置所建設事業

上
椋
さ
さ
ゆ
り
緑
の
少
年
隊

建
霞
大
臣
表
彰
受
賞

四
月
二
十
三
日
奈
良
県
明
日

香
村
の
国
営
飛
鳥
歴
史
公
園
で
、

第
五
回
全
国
「

み
ど
り
の
愛
護

」

の
う
ど
い
が
、
皇
太
子
殿
下
同

妃
殿
下
ご
臨
席
の
も
と
開
催
さ

れ
、
約
千
五
百
人
が
参
加
し
、

緑
豊
か
な
う
る
お
い
の
あ
る
環

境
づ
く

り
を

誓
い
合
い
ま
し
た

。

こ
の
席
上
全
国
九
ト

三
団
体

と
共
に
、
上
林
さ
さ
ゆ
り

緑
の

少
年
隊
は
、
花
や
み
ど
り
の
愛

護
活
動
に
対
す
る
永
年
の

功
績

が
認
め
ら
れ
、
「
み
ど
り
の
愛

護
」
功
労
者
建
設
大
臣
表
彰
を

受
賞
し
ま
し
た

る

表
彰
後
、
皇
太
子
殿
下
か
ら

「

飛
鳥
の
地
で
ま
か
れ
た
種
が

大
き
く
育
ち

、

国
内
は
も
と
よ

り

全
世
界

へ
広
が
っ
て
い
く
こ

と
を
一
切
に
希
望
し
ま
す
」
と
お

言

葉
が
あ
り
、
ウ
ど
い
を
描
リ

上
げ
ま
し
た
っ

紘
の
少
年
隊
の
益
々
の
市
躍

を
期
待
し
て
い
ま
す

。

rn 
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五
月
号
で
お
知
ら
せ
し
た
上
林

住
宅
団
地
の
分
譲
受
付
を
次
の
と

お
り
実
施
し
ま
す
。

マ
分
譲
宅
地
の
あ
ら
ま
し

所
在
地

重
信
町
大
字
上
林

区
画
数

三
十
四
区
画
(

一
区
画

二

四
二
町
目1

四
O
九
耐
平

均
約
九
十
坪
)

マ
受
付
期
間

六
月
二
十
日
1

七
月
十
九
日

の
午
前
九
時
か
ら
午
後
五
時

ま
で
(
土
日
除
く
)

マ
受
付
場
所

役
場
産
業
課
(
別
館
二
階
)

マ
申
込
書
類
等

申
込
書
(
産
業
課
に
あ
り
ま

す
)
、
住
民
票
(
謄
本
)
、
身
分

証
明
書
(
本
籍
地
の
市
町
村

で
発
行
)
、
所
得
証
明
書
(
世

帯
全
員
の
も
の
)
、
就
学
確
約

書
(
児
童
等
の
上
林
小
学
校

へ
の
就
学
の
確
約
書
で
、
産

業
課
に
あ
り
ま
す
)
、

印
鑑

区画図
(区画番号と面積)

ーや
(
認
め
)
を
ご
持
参
下
さ
い

。

こ
の
他
、
婚
約
証
明

書
な

ど
が
必
要
な
場
合
が
あ
り
ま

す
。
(
郵
送
可
)

マ
申
込
資
格

次
に
該
当
す
る
人
は
、
申
し

込
み
で
き
ま
せ
ん
。

法
人
、
未
成
年
者
(
た
だ
し

親
権
者
が
保
証
人
と
な
り

且
つ
、
既
婚
も
し
く
は
婚

約
証
明
書
を
と
れ
る
者
は

除
く
)
、
禁
治
産
者
又
は
準

禁
治
産
者
、
破
産
者
で
復

権
を
得
な
い
者
、
契
約
し

た
日
か
ら

二
年
以
内
に
住

宅
の
用
に
供
す
る
見
込
の

な
い
者

マ
優
先
的
譲
渡
の
対
象
者

O

住
宅
の
用
に
供
し
た
時
点

で
小
学
校
低
学
年
の
児
童

又
は
、
小
学
校
入
学
前
の

乳
幼
児
の
い
る
者

O

今
後
出
産
予
定
の
既
婚
者

並
び
に
婚
約
証
明
書
の
と

れ
る
者
(
い
ず
れ
か
が

三

十
五
才
未
満
)

マ
譲
渡
条
件
・
制
限
等

O

契
約
後
二
年
以
内
に
住
宅

を
建
築
し
居
住
す
る
こ
と
。

O

建
築
物
の
数
等
に
つ
い
て

定
め
た
建
築
協
定
を
遵
守

す
る
こ
と

。

O

契
約
後
十
年
以
内
の
所
有

権
、
賃
借
権
等
の
移
転
、

設
定
の
禁
止
。

O

共
用
の
土

地
、
浄
化
槽
等

付
帯
施
設
の
維
持
管
理
と

付
随
す
る
経
費
の
負
担

。

な
ど
が
あ
り
ま
す

。

マ
譲
渡
価
格

日
肘
当

り
十
万
円
程
度
(
各

区
画
の
平
均
)
の
予
定
で
す
が
、

申
込
者
に
は
、
区
画
毎
の
価

格
を
別
途
提
示
し
ま
す

。

マ
譲
渡
の
決
定

本
分
譲
は
、
上
林
地
区
の
過
疎

対
策
と
し
て
、
児

童
の
確
保

等
を
目
的
に
実
施
す
る
も
の

で
あ
り
、
優
先
的
譲
渡
対
象

者
を
中
心
と
し
た
選
考
を
行

い
ま
す
が
、
応
募
状
況
に
応

じ
て
、
抽
せ
ん
に
よ
り
譲
渡
を

決
定
す
る
こ
と
が
あ
リ
ま
す

。

ま
た
、
譲
渡
決
定
後
、
各

区
画
の
決
定
は
、
抽
せ
ん
で

行
い
ま
す
。

マ
譲
渡
時
期

譲
波
決
定
後
十
日
以
内
に
契

約
し
、
平
成
六
年
八
月
以
降

所
有
権
移
転
登
記
を
行
う
予

定
で
す

。

ご
不
明
の
点
は
、

役
場
産
業

課
ま
で

。

宮
六
回
l

二
O
O

一

内
線
四
三
二

さ次
皿いの重 篤ヶ ま )1 イ言
嶺しか町 ,-=ot 、山たら杜
草 。 金会

iエLー 一 福
寄の 封祉

み を協
な 寄議 付さ 付会
ん 下に

| 重信町教育相談室 1 
毎週水際日 13 : 00 -17 : 00 

6月 1 、 B、 15、 22、 29 日

7 月 6、 13、 20、 27 日

似l書館3階

64-3437 
直岐来られでもかまいません。

友人関係・しつけ・学習方法・いじめ・学校

不適応などお気軽にご相談ください。

-日時

-場所

・電話
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保

:園
交
通
事
故
に
あ
っ
た
ら

国
保
ヘ
届
出
を

国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
て
い

る
方
が
、
交
通
事
故
や
傷
害
事
件

な
ど
第
三
者
(
加
害
者
)
か
ら
受
け

た
傷
病
に
よ
る
医
療
費
は
、
原
則

と
し
て
、
加
害
者
が
負
担
す
べ
き

も
の
で
す
が
、
そ
の
弁
償
が
不
十

分
で
あ
っ

た
り
、
遅
れ
た
り
す
る

場
合
に
は
、
国
保
で
治
療
が
受
け

ら
れ
ま
す
。
こ
の
場
合
、
次
の
条

件
や
手
続
が
あ
り
ま
す
。

加
害
者
か
ら
現
実
に
治
療
費
を

受
け
取
っ
て
い
れ
ば

、

国
保
は

使
え
ま
せ
ん
。

国
保
を
使
っ
て
診
療
を
受
け
る

と
き
は
「
第
三
者
行
為
に
よ
る

傷
病
届
」
を
提
出
し
て
下
さ
い
。

届
け
出
に
よ
り
、
国
保
は
加
入

者
の
医
療
費
を

一
時
的
に
立
て
替

え
、
あ
と
か
ら
加
害
者
に
費
用
を

請
求
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す

。

こ

の
届
け
出
が
な
い
と
、
国
保
が
使

え
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
、

必
ず
届
け
出
て
下
さ
い

。

(
届
出
用
紙
は
役
場
町
民
課

に
あ

り
ま
す
)

示
談
は
慎
重
に

加
害
者
と
被
害
者
の
話
し
合
い

が
つ
い
て
、
示
談
を
結
ん
で
し
ま

う
と
、
そ
の
示
談
の
と
り
き
め
の

内
容
が
優
先
す
る
こ
と
に
な
り
、

た
と
え
ば
、
示
談
室
田
に
医
療
費
は

国
保
を
使
っ
て
す
ま
せ
る
と
い
う

よ
う
な
内
容
を
盛
り
込
む
と
、
示

談
の
成
立
後
は
、
加
害
者
に
請
求

で
き
な
く
な
り
、
被

害
者
本
人
が

全
額
負
担
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い

場
合
が
あ
り
ま
す

。

示
談
を
結
ぶ

前
に
、
必
ず

役
場
町
民
課

国
保
係

へ
届
け
出
て
下
さ
い
。

※

老
人
医
療
受
給
者
に
つ
い
て
も

同
梯
で
す
。

交
通
事
故
に
あ
っ
た
と
き
の

3

つ
の
注
意
点

①
警
察
に
届

け
て
、
交
通
事

故
証
明
書
を
も
ら
、
っ
。

②
国
保
で
治
療
を
受
け
る
場

合
、
「
第
三
者
行
為
に
よ
る
傷

病
届
」

を
町
民
諜
へ
提
出
す

ヲ
令。

③
示
談
は
、
必
ず
、
国
保
係

に
相
談
し
て
か
ら

。

年:

金

二
つ
以
上
の
年
金
を
受
け
ら

れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
き
は

速
や
か
に
届
け
出
ま
し
ょ
う

全
国
民
を

対
象
と
し
た
、
基
礎

年
金
制
度
は
、
「
一
人
に
一
つ
の
基

礎
年
金
」

が
原
則
に
な
っ

て
い
ま

す
。

し
た
が

っ
て
、

二
つ
以
上
の

基
礎
年
金
(
老
齢
・

障
害
・

遺
族
)

は
受
け
取
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん

。

二
つ
以
上
の
年
金
を
受
け
ら
れ

る
よ
う
に
な

っ
た
時
は
、
ご
本
人

の
選
択
す
る
年
金
が
支
給
さ
れ
、

他
の
年
金
は
支
給
さ
れ
ま
せ
ん

。

受
け
取
る
年
金
を
選
択
す
る
に

は
、
「
選
択
申
出
書
」
の
届
け
出
が

必
要
で
す

。

こ

の
届
け
出
を

忘
れ
た
り
、
届

け
出
が
遅
れ
ま
す
と

、
受
け
取
り

過
ぎ
に
な

っ
て
い
る
年
金
の
全
額

ま
た
は
一
部
を
お
返
し
し
て
い
た

だ
く
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
、
十

分
に
ご
注
意
く
だ
さ
い

。

詳
し
く
は
、

役
場
町
民
課
国
民

年
金
係
又
は
、

松
山
東
社
会
保
険

事
務
所
ま
で
お
問
い
合
せ
下
さ
い

。

サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
奥
さ
ん
、

国
民
年
金
の
届
け
出
は

お
済
み
で
す
か
っ
・

厚
生
年
金
や
共
済

組
合
に
加
入

し
て
い
る
ご
主
人
に
扶
養
さ
れ
て

い
る
二
十
歳
以
上
六
十
歳
未
満
の

奥
さ
ん
は
、
第
三
号
被
保
険
者
と

し
て
国
民
年
金
に
加
入
し
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
が
、
こ
の
第

三
号

被
保
険
者
の
届
け
出
は
お
済
み
で

し
ょ
う
か

。

こ
の
届
け
出
は
、
保
険
料
を
納

め
る
事
と
同
じ
意
味
の
あ
る
大
変

重
要
な
届

け
出
で
す
。

届
け
出
を

忘
れ
ま
す
と
、
保
険
料
の
納
め
忘

れ
と
同
じ
事
に
な
り
、
年
を
と
っ

て
か
ら
受
け
取
る
老
齢
基
礎
年
金

が
少
な
く
な
る
の
は
も
ち
ろ
ん
の

こ
と
、
場
合
に
よ
っ
て
は
年
金
を

受
け
取
れ
な
い
場
合
も
あ
り
ま
す

。

ご
主
人
・

ご
自
身
の
就
職

・

退

職
・

転
職
な
ど
は
、
こ
の
届
け
出

の
提
出
時
期
で
す

。

届
け
忘
れ
が

な
い
か
今
一
度

、
ご
確
認
く
だ
さ

寸
人
生
の
節
目
・

節
目
の
届
け
出

で
、
豊
か
な
老
後
の
備
え
を
」

詳
し
く
は
、

役
場
町
民
課
国
民

年
金
係
ま
で
お
問
い
合
せ
下
さ
い

。

宮
六
四
1

二
O
O

一

内
線
二
三
二

新
刊
図
書
案
内

〈
情
報
科
学
〉
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ

・

ウ
ィ
ル
ス
の
恐
怖
|

ブ
ラ
イ

ア
ン
・

ク
ラ
フ

〈
哲
学
〉
自
分
の
気
持
ち
が
楽
に

な
る
本
|
隈
部
ま
ち
子

〈
歴
史
〉江
戸
学
事
典
l
西
山
松

之
助

〈
社
会
科
学
v
国
際
情
勢
の
見
方

ー

岡
崎
久
彦

〈
医
学
〉病
院
で
受
け
る
検
査
l

安
藤
幸
夫

〈
家
政
学
〉パ
ッ
チ
ワ
ー
ク
の
基

礎
ノ
ー
ト
|

黒
羽
忘
寿
子

〈
産
業
〉日
本
の
農
業
|

原
剛

〈
園
芸
〉
ベ
ゴ
ニ
ア
を
楽
し
む
|

室
谷
優
二

〈
言
語
学
〉
中
国
語
大
辞
典
上
l

大
東
文
化
大
学
中
国
語
大
辞

典
編
算
室

〈
文
学
〉
想
い
出
の
作
家
た
ち
2

ー

文
芸
春
秋

〔
今
月
の
休
館
日
〕

6
日
、
日
目
、
目
目
、
何
回
、

幻
目
、
刊
日

〈
今
月
の
標
語
〉

・
読
書
三
到
H

読
書
に
適
し
た

三
つ
の
時
期
。

冬
(
一
年
の
余

り
)、
夜
二
日
の
余
り

)
、降

雨
(
時
間
の
余
り
)
を
い
う。

r防災対策強調月間」6 月は



平
成
六
年
分
所
得
税
の

特
別
減
税
の
あ
ら
ま
し

《特
別
減
税
の
手
続
を
適
正
に

控
除
漏
れ
の
な
い
よ
う
にH
U

「

平
成
六
年
分
所
得
税
の
特
別

減
税
の
た
め
の
臨
時
措
置
法
」

が

施
行
さ
れ
、
平
成
六
年
分
所
得
税

の
納
税
者
に
対
し
て
、
原
則
と
し

て
そ
の
人
の
年
税
額
の
二
O
%

相

当
額
(
二
O
O
万
円
を
限
度
)
を
控

除
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

一
給
与
所
得
者
(
「
給
与
所
得
者

の
扶
養
控
除
等
申
告
書
」
を
提
出

し
て
い
る
者
)

原
則
と
し
て
六
月
に
、
六
年

一

月
i

六
月
ま
で
の
聞
に
支
払
わ
れ

た
給
与
に
係
る
源
泉
徴
収
税
額
の

二
O
%
相
当
額
(

一
O
O
万
円
を
限

度
)
を
給
与
の
支
払
者
か
ら
還
付
す

る
こ
と
と
し
、
年
末
調
整
の
際
に
、

年
間
税
額
の
二
O
%

相
当
額
か
ら

六
月
の
還
付
金
額
を
控
除
し
た
金

額
を
控
除
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

二
公
的
年
金
等
の
受
給
者
(
「
公

1 5 ・2qι4すめぶ

的
年
金
等
の
受
給
者
の
扶
養
親
族

等
申
告
書
」
を
提
出
し
て
い
る
者
)

給
与
所
得
者
の
場
合
と
同
様
に

公
的
年
金
等
か
ら
源
泉
徴
収
さ
れ

た
税
額
の
二
O
%

相
当
額
に
つ
い

て
年
二
回
に
分
け
て
公
的
年
金
等

の
支
払
者
か
ら
還
付
す
る
こ
と
に

な
り
ま
す

。

こ
の
場
合
、
最
終
的

に
は
確
定
申
告
で
精
算
す
る
こ
と

に
な
り
ま
す

。

三
事
業
所
得
者
な
ど
確
定
申
告

書
を
提
出
す
る
者

確
定
申
告
を
す
る
事
業
所
得
や

不
動
産
所
得
な
ど
に
係
る
所
得
税

は
、
平
成
六
年
に
納
付
す
る
予
定

納
税
額
の
減
税
又
は
確
定
申
告
に

よ
り
、
特
別
減
税
の
適
用
を
受
け

る
こ
と
に
な
り
ま
す

。

四
退
職
所
得
の
あ
る
者

退
職
所
得
に
つ
い
て
は
、
源
泉
徴

収
の
段
階
で
は
特
別
減
税
の
適
用

が
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
の
た
め
、
源
泉

徴
収
さ
れ
た
所
得
税
額
に
つ
い
て

は
、
平
成
六
年
分
所
得
税
の
確
定
申

告
書
を
提
出
す
る
こ
と
に
よ

っ

て

還
付
を
受
け
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

詳
し
く
は
、
最
寄
り
の
税
務
相

談
室
又
は
税
務
署
へ
お
気
軽
に
お

問
い
合
せ
下
さ
い

。

【
平
成
六
年
度
個
人
住
民
税
の
特

別
減
税
】

-

個
人
住
民
税
(
町
県
民
税
)

付
一
年
間
限
り
の
特
別
措
置
と
し

6月の納税

町県民税第1期

納税期限6月 30 日(木)

て
、
平
成
六
年
度
分
の
個
人
住
民

税
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
に
、
特

別
減
税
が
行
わ
れ
ま
す

。

①
特
別
減
税
は
、
そ
の
者
の
個
人

住
民
税
所
得
剖
額
か
ら
特

別
減
税

の
額
を
控
除
し
ま
す

。

②
特
別
減
税
の
額
は
、
平
成
六
年

度
分
の
個
人
住
民
税
所
得
割
額
の

二
O
%
相
当

額
(
二
O
万
円
を
限

度
)
と
し
ま
す
。

③
特
別
減
税
は
次
の
方
法
で
実
施

さ
れ
ま
す

。

⑦
給
与
所
得
者
(
特
別
徴
収
)
に

係
る
特
別
減
税

平
成
六
年
六
月
分
及
び
七
月

分
を
徴
収
せ
ず
、
特
別
減
税
額

を
控
除
し
た
後
の
年
税
額
を
六

年
八
月
か
ら
翌
年
五
月
ま
で
の

一
0
か
月
間
で
徴
収
し
ま
す

。

①
事
業
所
得
者
、
公
的
年
金
受

給
者
な
ど
に
係
る
特

別
減
税

平
成
六
年
六
月
分
(
第

一
期
)
の

納
付
に
お
い
て
、
特
別
減
税
額
を

控
除
し
ま
す
。

児
童
手
当
は
、
一
人
目
の
子
ど

も
(
平
成
三
年
一
月
二
日
生
以
降
)

か
ら

支
給
さ
れ
ま
す

。

認
定
請
求
は
随
時
受
け
付
け
ま

す
。

申
請
を
さ
れ
る
方
は
、
役
場

福
祉
課
ま
で
お
こ
し
下
さ
い

。

な
お
、
認
定
請
求
さ
れ
た
方
は
、

前
年
の
所
得
が
限
度
額
を
超
え
な

い
限
り
、
請
求
の
翌
月
分
か

ら

支

給
さ
れ
ま
す
。

既
に
、
児
童
手
当

を
受
け
ら
れ

て
い
る
方
は
、

制
度
に
伴
い
三
歳

の
誕
生
月
分
ま
で
支
給
し
ま
す

。

支
給
の
対
象
と
な
る
児

童
の
年

齢
に
つ
い
て
は
、
下
の
表
の
と
お

り
で
す

。

公
務
員
の
方
は
、
勤
務
先
で
子

続
き
を
し
て
下
さ
い

。

詳
し
く
は
、

役
場
福
祉
課
ま
で

お
問
い
合
せ
下
さ
い
。

包
六
四
ー

二
O
O

一

内
線
二
五
四

当
見
手

児童の年齢についての経過措置
第 l 子 平成 3 年 1 月 2 日 3 歳の誕生日

以後に生まれた児 の属する月分
旦=主 まで支給

第 2 子 平成 3 年 1 月 1 日 3 歳の誕生日
以降 以後に生 まれた児 の属する月分

童 まで支給

主色主
「まちづくり月間」

六
月
は
現
況
届
提
出
月
で
す
。

児
童
手
当
受
給
者
の
方
は
、
毎

年
六
月

一
日
か
ら
六
月

三
十
日
ま

で
の
聞
に
、
現
況
屈
を
提
出
す
る

こ
と
に
な

っ

て
い
ま
す

。

こ
の
現
況
屈
は
、
受
給
者
の
前

年
の
所
得
状
況
と
六
月

一
日
現
在

の
養
育
の
状
況
な
ど
を
確
認
す
る

た
め
の
も
の
で
す
。
こ
れ
を
提
出

し
な
い
と
、
受
給
資
格
が
あ
っ
て

も
六
月
以
降
の
手
当
を
受
け
ら
れ

な
く
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
、

必
ず
提
出
し
て
下
さ
い
。

現
在
受
給
中
の
方
へ
は
、
六
月

中
に
振
込
み
通
知
書
と
と
も
に
、

現
況
届
用
紙
を
送
付
し
ま
す
の

で
、
六
月

三
十
日
ま
で
に
、
福

祉

課
ま
で
提
出
し
て
下
さ
い
。

6 月は



す乙けの.37・ 6 ・

衛

境

生

衛
生
害
虫
駆
除
にご協

力
を
/

夏
に
発
生
す
る
蚊

・

ハ
エ
を
、

地
区
ぐ
る
み
で
駆
除
し
、
毎
日
快

適
な
生
活
が
送
れ
る
よ
う
、
全
町

一
斉
に
衛
生
害
虫
駆
除
を
展
開
し

ま
す
の
で
、
運
動
に
ご
協
力
下
さ

な
お
薬
剤
は
、

地
区
実
践
全
を

通
じ
て
配
布
し
ま
す

。

実
施
時
期

六
月
十
二
日
か
ら
七
月
十
七
日

ま
で
に
、
六
回
実
施
し
ま
す

。

こ
の
実
施
時
期
に
合
わ
な
い
時

は
地
区
又
は
組
で
日
程
を
決
め

て
実
施
し
て
下
さ
い

。

使
用
薬
剤

礼
剤
(
D
D
V
P
五
%
、
ダ
イ
ア

ジ
ノ
ン

二
%
)

散
布
要
領

原
液
を

二
百
倍
に
う
す
め
、

一

戸
あ
た
り

一
回
六
リ
ッ
ト
ル
を

便
所
及
び
そ
の
周
辺
、
下
水
等

に
散
布
し
て
下
さ
い

。

二
百
倍
液
の
っ
く
り
方

三
十
∞
の
原
液
を
、

六
リ

ッ
ト

ル
の
水
に
入
れ
て
よ
く
か
き
ま

ぜ
ま
す

。

注
意
事
項

①
薬
剤
は
、
地
区
又
は
組
単
位
で

散
布
し
、
個
人
で
散
布
し
な
い

で
下
さ
い
。

②
薬
剤
原
液
は
、
テ
ン
プ
ラ
油
等

と
、
又
う
す
め
た
も
の
は
乳
酸

飲
料
等
と
間
違
い
や
す
い
の

で
、
十
分
注
意
し
て
下
さ
い
。

③
薬
剤
と
同
時
に
事
故
防
止
用
ラ

ベ
ル
を
配
布
し
ま
す
か
ら
、
必

ず
ビ
ン
等
の
容
器
に
は
り
つ
け

て
下
さ
い
。

④
既
設
の
浄
化
槽
に
は
、
絶
対
に

流
し
込
ま
な
い
で
下
さ
い

。

浄

化
槽
内
の
大
切
な
微
生
物
が
死

ん
で
機
能
を
発
揮
し
な
く
な
り

ま
す
。

⑤
あ
ま
っ
た
薬
剤
は
、
役
場
福
祉

課
ま
で
返
却
し
て
下
さ
い

。

県
で
は
、
け
し
の
花
が
咲
く
五

月
と
六
月
に
「
不
正
大
麻

・

け
し

撲
滅
運
動
L

を
実
施
し
、
正
し
い

知
識
の
普
及
や
、
不
正
栽
培
の
大

麻
や
け
し
の
発
見
に
努
め
て
い
ま

す
。そ

こ
で

栽
培
し
て
よ
い
け
し

未利用地の管理はできていますか?
農作物への被害防止及び良好な生活環境の

保全を図るため、宅地化された状態にある土

地、未利用の雑種地、耕作されてない農地など

に雑草等が繁茂しないように所有者、管理者

等は常に適正に管理しなければなりません。

あなたの所有地には雑草はありませんか。

雑草等が繁茂しておりましたら速やかに除去

して下さい。

所有者等が不明の場合は役場福祉課まで連

絡して下さい。

草刈り承りますff(6月 ~10 月)
重信町森林組合では、未利用地等の雑草刈

りを代わっていたします。

日程及び料金については 、

せていただきます。

人夫ご希望の方は

重信町森林組合

電話にて相談さ

tï64-2115 まで

と
い
け
な
い
け
し
の
簡
単
な
見
分

け
方
を
紹
介
し
ま
す
の
で
、
皆
き

ん
も
お
近
く
の
け
し
の
花
に
注
意

し
て
鑑
賞
し
て
下
さ
い

。

-
植
え
て
よ
い
け
し

全
体
に
弱
々
し
い
感
じ
が
す
る

。

草
丈
は
、

比
較
的
低
い

。

(
刊
m
l

mm) 

葉
や
茎
の
表
而
に
粗
い
毛
が
生
え

て
い
る

。

葉
は
、
あ
ざ
や
か
な
緑
色
を
し
て

い
フ
Q
。

-
植
え
て
は
い
け
な
い
け
し

見
た
目
に
た
け
だ
け
し
い
感
じ
が

す
る

。

草
丈
は
、

比
較
的
高
い

。

(
1
m
l

川
m
)

葉
や
茎
に
は
、

く
、
ろ
う
が
か
か

っ

た
よ
う
な
白

緑
色
を
し
て
い
る

。

葉
は
、
大
い

茎
を
半
ば
抱
く

よ
う

な
形
で
つ
い
て
い
る
。

「
大
麻
」
や
「
け
し
」

に
つ
い
て
、

わ
か
ら
な
い
点
が
あ
り
ま
し
た
ら
、

遠
慮
な
く

保
健
所
へ
お
問
い
合
せ

く
だ
さ
い

。

松
山
中
央
保
健
所

岱
四

一
ー

一
一
一
一
内
線
二
六
一

ほ
と
ん
ど
毛
が
無

植えてはいけないけし

愛
媛
県
高
齢
者
居
室

整
備
資
金
の
ご
案
内

O
貸
付
の
対
象
者

県
内
に
お
い
て
、
六
十
歳
以

上
の
親
族
と
同
居
し
、
ま
た
は

こ
れ
か
ら
同
居
し
よ
う
と
す
る

二
十
歳
以
上
の
方

。
貸
付
の
対
象

山
高
齢
者
の
居
室
を
新
築
、

増
築
ま
た
は
改
築
す
る
た
め

の
資
金

一
件
当
り
十
万
円
以
上

百

六
十
万

円
以
下

山
高
齢
者
の
た
め
に
浴
室

・

ト
イ
レ
等
を
改
造
す
る
た
め

の
資
金

一
件
当
リ
九
十
万
円
以
下

問
川
と
山
を
併
せ
て
盤
備
す

る
場
合

一
件
当
リ
二
百
五
十
万
円

以
下

。
貸
付
利
率

年
利
一
一一
%

の
償
還
方
法

元
金
均
等
に
よ
る
年
賦
償
還

ま
た
は
半
年
賦
償
還

。
償
還
期
間

十
年
以
内
(
据
置
期
間
な
し
)

。
保
証
人

連
帯
保
証
人

二
名
が
必
要

。
申
し
込
み
窓
口

最
寄
り
の
農
業
協
同
組
合
ま

た
は
労
働
金
庫
の
本

・

支
店

。
問
い
合
せ
先

布
記
申
し
込
み
窓
口

又
は
愛

媛
県
県
民
福

祉
部
商
船
者
福
祉

課
、
得
地
←
刀
同
地
峡
福
祉
諜
へ

fi(03)3212-2111 東京消防庁人事部



粗
大
ご
み
の
固
収

①
回
収
日

偶
数
月
(
四
月

・

六
月
・

八
月

・

十
月
・
十
二
月
・

二
月
)
の
二
十
八

日
u②

粗
大
ご
み
を
出
す
時
間

回
収
日
の
当
日
、
午
前
十
時
ま

で③
回
収
す
る
粗
大
ご
み

テ
レ
ビ

・

冷
蔵
庫

・

洗
濯
機

・

自
転
車

・

ミ
シ
ン

・

ベ
ソ
ト

・

家

具
類
・

じ
ゅ
う
た
ん
等

④
注
意
事
項

ゴ
ム
製
品
・

ビ
ニ
ー
ル

等
(
う
す

組大ごみ回収
8月28日制

午前10時までに

出して下さい。

次回は、8月 28 日(日)です。

1 7 ・τιけれ.3;

い
ア
ゼ
シ
ー
ト
、
ハ

ウ
ス
用
ビ

ニ
ー
ル
シ

ー

ト
)
な
ど
の

産
業

廃
棄
物
は
出
さ
な
い

で
下
さ
い

。

原
動
機
付
自
転
車
、

自
動
二
輪
車
、
古
タ

イ
ヤ
は
回
収
し
ま
せ

ん
の
で
版
売
店
な
ど

に
処
分
を
依
頼
し
て

下
さ
い
。

粗
大
ご
み
の
中
に

は
ま
だ
ま
だ
利
用
で

き
る
と
思
わ
れ
る
も

の
が
た
く
さ
ん
見
ら

れ
ま
す

。

ご
み
と
し

て
出
す
前
に
も
う

一
度
利
用
で
き

る
か
ど
う
か
確
認
し
ま
し

ょ
う
。

生
ご
み
処
理
容
器
の
設
置
補
助

生
ご
み
の
減
量
化
を
効
果
的
に

推
進
す
る
た
め
に
、
生
ご
み
処
理
・

容
器
の
購
入
者
に
対
し
次
の
と
お

り
補
助
金
を
交
付
し
ま
す
の
で
、

ご
利
用
下
さ
い

。

-
補
助
対
象
お
よ
び
補
助
金
額

町
内
の

一
般
家
庭
(
事
業
所
は

除
く
)
を
対
象
に
、
一
世
帯

二
個
を

限
度
と
し
、
容
器

一
個
に
つ
き

三
、

0
0
0

円
(
下
表
参
照
)

所

矯磨台団地 | 播磨台団地公民館

場区I也所

之

場

内 | 荒木谷バス停

区

上樋団地 | 牛;自l団地駅北東入 口

南

大地泉南

回 | 南野田蔵

回野ヰヒ
志津川グランド
八反地墓地南東

野

樋口公民館

-
申
し
込
み
期
限

平
成
六
年
七
月
末
日

・
申
し
込
み
先

重
信
町
農
業
協
同
組
合
(
北
吉

井
・

南
吉
井
・
拝
志
各
支
所
)

※
印
鑑
が
必
要

口

そ
の

他
ご
不
明
な
点
が
あ
り
ま

北野台団地 | 北野台団地公民館
西岡公民館

岡 |
池ノ下集会所

村 I JA新村支所南新良 | 見奈良公民館:t>: 
>r-見し

た
ら
、

役

場
福
祉
課
ま

で
お
問
い
合

せ
下
さ
い

0

2
六
四
l

二
O
O

一

(
内
線二

五
三
)

~\地橋
林 I ~上林蔵置所横上

田窪集荷場窪 |
隻手薬師寺北

回

林 | 下林公民館下田窪団地 | 田窪遊園地前

村 I JA上村支所北上
牛湖l公民館

測 |
堀池公民館

牛測団地 | ポンプ室横

牛

容器の種類 容 量
販売1illi格

同]補WJ {tt 購入名負担
(iì~費税込)

Aタイプ 120し 6 ，500円 3 ，000円 3 ，500円

Bタイプ 130L 5 ，000円 3 ，000円 2 ，000円

Cタイプ 200L 7 ， 500円 3 ，000円 4 ， 500円

問い合せ先

合
年
度
は
志
津
川
地
区

(
山
林
を
除
く
)
調
査
実
施

町
で
は
、
皆
さ
ん
の
財
産
を

守
り
地
籍
を
明
確
に
す
る
た
め
、

地
籍
調
査
事
業
を
実
施
し
て
い

ま
す

。

こ
の
調
査
の
成
果
は
、

不
動
産
登
記
に
反
映
さ
れ
る

他
、

税
務
・

公
共
事
業
の
実
施

や
街
づ
く
り
に
利
活
用
さ
れ
る

な
ど
私
達
の
生
活
に
密
接
な
関

連
を
持
ち
重
要
な
役
割
を
果
た

し
ま
す

。

各
自
が
所
有
し
て
い
る
土

地

を
現
地
で
調
査
し
て
い
く
た
め

に
は
、
皆
さ
ん
方
の
ご
協
力
が

必
要
で
す

。

な
お
、
調
査
の
概
要
に
つ
い

て
は
、
近
日
中
に
説
明
会
を
地

元
公
民
館
な
ど
で
聞
き
ま
す

。

問
い
合
せ
先

役
場
国
土
調
査
課

宮
六
四
ー

二
O
O

一

内
線
三
四
一

i
q
L
J
札
W

H
q時
制
柑
品
ぽ岡唱
仙
句

史
端
信

隠
す

U雪
山
田
罰副
方F

4引
川
ノ
川

同
凶
副
河
国
且
圃
圃
-

j
j
q
 

東京消防庁消防官募集について



自分のからだ

「おとしより 」 とその家族を対象に、{}と身体の健

康相談を行います。

家庭で困っていること、自分のことで悩んでい

ること、痴呆に関することなどいろいろな相談に

応じます。お気軽にご利用下さい。

対象 町内在住の老人及びその家族

時間 午後2時-4時

場所 役場保健婦室

担当者 医師、保健婦

料金 無料

内 容 個別で相談に応じ、必要な指導及び'BJJ 言

を行います。

※予約制です。事前に申し込みが必要です。

日程表

平成 6 年 6 月 6 日 (月) ・ 13 日 (月 )

7 月 4 日 (月j ・ 18 日 (月)

8 月 1 日 (月 ) ・ 22 日 (月)

9 月 5 日 (月) ・ 19 日 (月)

10 月 3 日 (月) ・ 17 日 (月)

11 月 7 日 (月) ・ 21 日 (月)

12 月 5 日 (月) ・ 19 日 (月)

平成 7年 1 月 9 日 (月) ・ 30 日 (月)

2 月 6 日 (月) ・ 27 日 (月)

3 月 6 日 (月) ・ 20 日 (月)

病気や老化などで日常生活に支障をきたしている方

に対し、 リハビリ教室を行います。

対象 町内在住の方

時間 午後l時30分一 3時30分

場所 IUT民会館

担当者 医師、理学療 日程表

法士、作業療

法士、保健婦

料金 無料

申し込み方法

事前に申し込みが必

要です。

平成 6 年

平成 7 年

6 月 6 日 (月) ・ 17 日 (金)

7 月 4 日 (月) ・ 15 自治)

8 月 1 日 (月) ・ 12 日御

9 月 5 日 (月j ・ 16 日倹)

10月 3 日 (月) ・ 21 日 制

11 月 14 日 (月) ・ 25 日 制

12月 5 日 (月) ・ 16 日 後)

1 月 9 日 (月) ・ 27 日 後)

2 月 6 日 (月) ・ 17 日恰)

3 月 6 日 (月) ・ 17 日後)

※健康カレンダーの日程とは、 一部変
更とな り ま し たのでニ'了承下さい。

Jrιけのふ.':. 8 ・

問 保し、

⑬合
内せ
線E 役
三六場申

一四福し 健- 1 祉込
二課み

コ O 保先
-0 健
二一婦

基本健康診査を次のとおり実施します。 「健康」 を確か

めるため、皆さん受診して下さい。

健診内容 (全員 )

問診・ 身体計ìRIJ. 診察 ・血圧mlJ 定 ・検尿 ・ 貧血検

査 ・血液検査(総コレステロール ・ HDL コレ

ステロール ・ 中性脂肪 ・肝機能検査 ・ 腎機能検

査 ・ 尿酸) ・ 生活、栄養指導

(必要な方のみ)

眼底検査 ・ 心電図検査 ・血糖検査

対象者 40歳以上の方

料金 無料

持参品 健康手帳

(お持ちでない方は当 H 発行します。 )

受診方法 申し込みは不要です。 直媛、健康診査会場へ

おこし下さい。

結 果 健康診査結果報告会で結果をお返しします。

日

場所

程 表

地区割月日

7 月 1 I:l (翁 I f有吉井小学校体育館|牛洲

7 月 12 日(刈|北吉井小学校体育館

7 月 20 日嗣|下林集会所

7 月 27 日附|重信町民会館

7 月 28日(村"

山之内
西岡、樋口

下林
上村

横河原
志津川

北野台団地
上樋
牛洲団地
播磨台団地

8 月 3 日 (7]<)

8 月 4 円(村
上林公民館|上林

見奈良
8 月 23 日(刈 |重信町民会館 |八反地

田窪団地

8 月 24 日 (7]<) " 田窪

南野田
8 月 30 日(灼|南野田公民館|北野田

来新行+村T 

ll 月川附| 重信H附l

受付時間

9: 00-11: 30 

13:00-15:00 

※検査を正確に行うため、 受診当 日 は朝食、又は昼食はとら ないで
下さ い。

※整攻の者1\合で地区書IJ をしておりますが、当円 ml合の泣い、方 I j.、」て
記の希望される場所で受診して下さ L 、。



愛していますか

1 9 ・2正ιけれ.ミ..

自呂田加盟
-対 象 結核検診 ・ 1 8歳以上の住民

肺がん検診: 40歳以上の住民

学校、職場、病院等で受診した方は除

きます。

-料 金 無料

-検診結果 異常のない方には通知しません。

精密検査の必要な方のみ通知します。

日 程 表

月 日 場 所 時 間

6 月 22 日 (水) 横河原公民館 午後2 : 30~6 : 3o

23 日 (木) 牛測団地第 1 集会所 11 2 目 3o~6 ・ 30

24 日 後) 上林谷'"ス停 11 2 : 3o~4:oo 

上林公民館 11 4 : 3o~6 : 3o 

27 日 (月) 見奈良公民館 11 2 : 3o~4 ・ 30

上村公民館 11 5 : oo~6 : 3o 

28 日凶 堀池公民館 11 2 : 3o~3 : 3o 

牛j刻公民館 11 4 : oo~6 : 3o 

29 目 。1c) 田窪団地公民館 11 2 : oo~2 ・ 30

八度地公民館 11 3 ・ 00~3 ・ 30

志津川公民館 11 4 : 0o~6 : 3o 

7 月 4 日 (月) 田窪公民館 11 2: 00~6 ・ 30

5 日 伏) 山之内公民館 11 2 : oo~2 : 2o 

山之内井口公民館 11 2 : 5o~3 : 3o 

樋口公民館 11 4 : 00~6 ・ 30

6 自 体) 下林宮の段集会所 11 2 目 30~3 ・ 30

下林農協拝志支所 11 4 ・ 00~6 ・ 30

7 日 (木) 新村公民館 11 2 : 3o~3 : oo 

π南野田集荷場南側 11 3 ・ 3o~6 ・ 30

8 日 後) 西岡公民館 11 2 : 3o~4 : oo 

町民会館 11 4 ・ 3o~6 ・ 30

(2 次検診)

9 月 6 日 以() 上林公民館 午前9 : oo~9 : 10 

下林集会所 11 9 : 3o~9 : 5o 

町民会館 " 10 : 30~ 1 J:20 

π南野田集荷場南側 午後 1 : 2o~ 1 ・ 30

南吉井小体育館 11 2 : oo~2 : 3o 

北吉井'j、体育館 11 3 ・ 1O~3 ・ 40

がん
畠aw 

場

南吉井IJ、学校体育館

所月

6月 1 日、 6月 28 日

日

北吉井IJ 、学校体育館

7月 6 日

7月 29 日

館

所

4
2
 

.6.. 
:z:;;-

町民

集林

重信

下

6月3日 ・ 27 日 、7月 22 日・ 25 日・ 26日

6 月 10 日、 7 月 11 日

11 月 11 日

館

-対 象: 30歳以上の女性

・受付時間: 午後l時-2時

・料 金 :子宮けいがん検診

民公林上

400円

無料手しがん検診

歯の#んでも相談
あなたの歯について心配なこと、なんでも相談に応

じます/

・ あなたの歯のチェック
「プ 、 ，ー守

・ 義歯との上手なやliき合い方 市 l' r .... ベ

・ 歯くさの病気を防く方法 本J13;ょん属議
・健やかな老後を過ごすための指導 \全プ J 

(80歳になっても 20本の歯を伐す) 母ず瑠紘

・ その他、 l翁についてのよろず相談 一一

と き 毎月第3* 1曜日 9時30分 -1111寺

と こ ろ 松山中央保健所 l階歯科相談室

問い合せ先 松山市北持田町132

松山中央保健所保健予防課

1�41-1111 (内線261)

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

『
し
げ
の
ぶ
」

戸
」

C
相
談
・
申
し
込
み
窓
口

役
場
福
祉
課
に
相
談

・

登
録
申

請
し
て

く
だ
さ
い

O
利
用
で
き
る
人

町
内
に
在
住
し
、

概
ね
六
十
五

歳
以
上
の
身
体
の
虚
弱
な
方

。
事
業
内
容

①
基
本
事
業

-

生
活
指
導
相
談

・

養
護

・

日
常
勤
作
訓
練
(
リ
ハ
ビ
リ

)

・

健
康
チ
ェ
ッ

ク

・

送
迎

②
通
所
事
業

・

入
浴
サ
ー
ビ
ス
(
た
だ
し
特

浴
を
除
く
)

・

給
食
サ
ー

ビ
ス

O
利
用
料
金

一
日
六
O
O
円

重
信
町
で
は
、
老
人
福
祉
セ
ン

タ
ー
に
、
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ

ー

を
開
設
し
ま
し
た
。

こ

の
事
業
は
、
身
体
が
虚
弱
な

高
齢
者
を
対
象
に
、
リ
フ
ト
パ
ス

に
よ
る
通
所
の
方
法
に
よ
り
、
各

種
サ
ー
ビ

ス
を
提
供
す
る
こ
と
に

よ

っ

て
、
心
身
機
能
を
維
持
し
、

介
護
し
て
い
る
家
族
の
負
担
の
軽

減
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い

ま
す

。
利
用
方
法
等
は
次
の
と
お

り
で

す
。



事校
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JZ立ιけれ.;':1 10 ・

毎
朝
九
時
、
子
供
た
ち
の
元
気

な
声
と
共
に
幼
稚
園
で
の
生
活
が

ス
タ
ー
ト
を
き
り
ま
す
。
保
育
室

に
入
っ
て
く
る
子
供
た
ち
一
人

一

人
が
キ
ラ
キ
ラ
と
し
た
目
を
し
、

「
先
生
お
は
よ
う

」

と
声
を
か
け

る
姿
を
み
る
と
、
「
さ
あ
、
今
日
も

が
ん
ば
ら
な
く
ち
ゃ

L

と
教
師
も

お
な
か
の
底
か
ら
力
が
湧
い
て
く

る
よ
う
な
気
が
し
ま
す

。

今
日
は
、
幼
稚
園
で
何
を
し
て

遊
ほ
う
か
な
と
考
え
な
が
ら
来
る

子
供
。
保
育
室
に
入
っ
て
く
る
な

り
寸
先
生

、

私
き
の
う
の
続
き
の

お
母
さ
ん
ご
っ
こ
す
る
ん
よ

」
と

も
う

心
が
自
分
の
好
き
な
遊
び
に

向
け
ら
れ
て
い
る
子
供

。

「
先
生
A

ち
ゃ
ん
も
う
来
て
る
?
」
と
友
達

に
全
え
る
こ
と
を
楽
し
み
に
し
な

が
ら
来
る
子

供
。

朝
の
ス
タ
ー
ト

か
ら

、

子
供
た
ち

一
人

一
人
に
遠

い
が
見
ら
れ
ま
す

。

朝
の
受
け
入

れ
は
教
師
に
と
っ
て
そ
の
日
の

子

供
の
健
康
状
態
、
心
の
安
定
度
を

み
る
大

切

な
場
で
あ
る
と
と
も

に
、
今
日
と
い
う
日
を
豊
か
に
過

ご
し
て
い
く
た
め
の
教
師
と
子
供

の
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
の
場
で

も
あ
る
の
で
す

。

幼
児
期
の

子
供
の
生
活
で
大
切

な
こ
と
は
、
ま
ず
、
子
供
が
そ
こ

に
い
る

こ

と
を
子
供
自
身
が
ほ
こ

り
を
持
っ

て
感
じ
ら
れ
る
こ
と
で

す
。

子
供
と
い
っ
し
ょ
に
い
る
大

人
が
、
畏
れ
を
も

っ
て
、
子

供
が

し
て
い
る
こ
と
を
見
守
る
人
で
あ

り
、
そ
の
時
の
子
供
の
必
要
に
応

じ
て
、
子
供
を
支
え
る
人
で
あ
り
、

子
供
と
よ
ろ
こ
び
を
分
か
ち
あ
え

る
人
で
あ
る
こ
と
で
す

。

そ
し
て
、

子
供
の
生
活
の
場
に
あ
た
た
か
み

が
あ
る
こ
と
が
大
切
で
す

。

重 1

信 l

町
1

2
J北

帯
耕
神
稚

川
園
川
い
一

春風'"ーティ

幼
稚
園
で
は
、
子
供
た
ち
が
登

園
し
た
時
か
ら
降
闇
す
る
ま
で
の

聞
に
、

子
供
と
教
師
の
さ
ま
ざ
ま

な
活
動
が
展
開
さ
れ
ま
す

。

そ
れ

ぞ
れ
の
子
供
た
ち
は
、
安

心
し
て

い
ら
れ
る
と
こ
ろ
や
、
安

心
し
て

と
び
こ
め
る
と
こ
ろ
で
、
ゆ
っ
た

り
と
し
た
心
持
ち
の
教
師
と
共
に

す
ご
せ
る
と
、
今
、心
か
ら
求
め
て

い
る
こ
と
が
ら
を
、
そ
の
子
ら
し

い
や
り
方
で
あ
ら
わ
し
始
め
ま
す。

幼
児
期
に
、
毎
日
の
生
活
で
子

供
た
ち
が
、
自
分
自
身
で
生
き
る

こ
と
を
卜
分
に
味
わ
う
こ
と
は
、

幼
児
期
の
子
供
に
と
っ

て
大
切
で

あ
る
だ
け
で
は
な
く
、
将
来
、
社

会
で
生
き
て
い
く
力
を
培
う
た
め

に
も
大
事
な
、
」
と
で
す。

アン'"ンマンごっこ

幼
稚
園
が
家
庭
と
連
携
を
図
る

の
は

、

あ
く
ま
で
も
一
人
一
人
の

子
供
の
た
め
で
す
。
家
庭
は
、
家

族
か
ら
十
分
な
愛
情
や
思
い
や
り

を
受
け
て
安

心
し
て
過
ご
せ
る

心

の
基
地

。

子
供
は
依
存
し
安
心
し
て
過
ご

せ
る
家
庭
生
活
を

通
し
て
、
愛
情

や
思
い
や
り
の
大
切
さ
、
生
活
し

て
い
く
上
で
必
要
と
さ
れ
る
基
本

的
な

生
活
習
慣
な
ど
を
自
然
に
身

こ
寸
十
、
宥

山
中
内
こ
も
ま
た
生
活

i
f
-
-
f
t
l

;

!

i
 

習
慣
の
上
で
も
次
第
に
自
立
へ
と

向
か
っ
て
い
き
ま
す

。

幼
稚
固
と

家
庭
が
一
人

一
人

の
子
供
の
成
長

す
る
姿
を
共
に

喜
び
な
が
ら
、
お

互
い
の
立
場
を
理
解
し
合
い
、
支

え
合
い
な
が
ら
、

ど
の
子

供
に
も

幼
児
期
に
ふ
さ
わ

し
い
充
実
し
た

生
活
が
で
き
る
よ
う
努
め
て
い
き

/ 
A回 ‘\4

、守Z立￡?、 ‘ L 3
r.~問 、 ・ '\j' 11' 

、いものごっこ

た
い
と
思
い
ま
す

。

(
園
長
渡
部
ア
イ
子
)

所
在
地

重
信
町
大
字
樋
口

一
四
0
0

園
児
数

百
十
名

創
立

昭
和
五
十
三
年

ア

時マ

女
性
の
生
き
方

六
月
十
五
日

制

午
後

一
時
l

二
時
三
卜

分

カ
レ
ン

・

べ
叩
ク

ア
メ
リ
カ

・

シ
，
刀
コ

ス
タ
ン

フ
ォ

ー
ド

大

学
卒
業

(
生
物
学
・
心
理
学
)

愛
媛
大
学
医
学
部
に

て
、
英
語
指
導

日一名
前

出
身
地

学
歴

現

在
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一
人
ひ
と
り
を
大
切
に

私
た
ち
の
社
会
は
、
い
ろ
い
ろ

な
人
が
と
も
に
く
ら
し
て
い
ま

す
。

そ
し
て
、
そ
の

一
人
ひ
と
り

が
生
か
さ
れ
る
社
会
で
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
が
、
今
の
状
況
は
ど

う
で
し
ょ
う
か

。

あ
る
生
徒
の
作
文
を
紹
介
し
ま

す
。

あ
る
日
、
本
屋
さ
ん

へ
行
っ
た
。

率
い
す
に
乗

っ

て
い
る
と
ジ

ロ
ジ

ロ

見
ら
れ
た
。

す
ご
く

い
や
だ

っ

た
。

く
や
し
か

っ
た
。

歩
道
い

っ

ぱ
い
に
自
転
車
な
ど
が
置
い
で
あ

っ

て
通
れ
な
い

の
で
車
道
へ
出
ょ

う
と
し
た

。

で
も
、
段
差
が
あ

っ

て
こ
わ
か

っ
た
。

車
道
か
ら
歩
道

へ
上
が
る
と
き
も
困

っ
た

。

本
屋
さ
ん
で
は
、
そ
ば
に
い
た

男
の
人
に
「
あ
ん
た
、
こ
こ
は
せ

ま
い
ん
や
け
ん
、
ど
こ
ぞ
ち
が
う

と
こ
ろ
へ
行
け
。
」
と

言
わ
れ
た
。

'‘ ‘・‘・・“・
"“・“‘
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「

私
が
本
を
選
ん
だ
ら
い
か
ん

の
/
」
と
思
い
腹
が
立
っ

て
本
を

ほ
う
っ
て
帰
っ
た
。

私
た
ち
は
、
こ
の
よ
う
な
思
い

を
し
て
い
る
人
が
い
る
こ
と
を
ど

う
受
け
と
め
れ
ば
よ
い
の
で
し
ょ

う
か
。

人
は
だ
れ
で
も

幸
せ
で
豊
か
に

く
ら
し
て
い
き
た
い
と
願

っ
て
い

ま
す

。

し
か
し
、
こ
の
作
文
の
よ

う
に
、
障
害
の
あ
る

人
た
ち
は
、

偏
見
や
誤
っ

た
社
会
意
識
の
た
め

に
不
愉
快
な
思
い
や
つ
ら
い
思
い

を
し
て
い
る
こ
と
が
多
い
の
で
す

。

無
神
経
に
、
障
害
者
を
ジ
ロ
ジ

ロ
見
た
り
、
歩
道
に
自
転
車
を
置

い
た
り
す
る
こ
と
な
ど
は
障

害
者

の
立
場
に
立
っ

て
物
事
を
考
え
て

い
な
い
表
れ
で
す

。

ま
た
日
常
な
に
げ
な
し
に
使
っ

て
い
る
こ
と
ば
の
中
に
も
障
害
者

の
心
を
傷
つ
け
て
い
る
も
の
が
た

く
さ
ん
あ
り
ま
す

。

例
え
ば
障
害
者
を
引
き
合
い
に

し
た
こ
と
ば
に

「

め
く
ら
判

」
「つ

ん
ぽ
さ
じ
き
」
な
ど
が
あ
り
ま
す

。

こ
れ
は
、
私
た
ち
が
こ
の
よ
う

な
こ
と
を
意
識
し
な
い
で
、
生
活

し
て
き
た
、

」
と
が
問
題
な
の
で
す

。

つ
ま
り
、
健
常
者
が
障
害
者
を

低
〈
見
る
考
え
方
を
改
め
て
い
く

-
}
と
が
大
切
な
の
で
す。

階
段
で
な
く
ス
ロ

ー

プ
の
通
路

が
な
ぜ
必
要
な
の
か

。

ま
た
、
路

面
の
点
字
ブ

ロ

ッ
ク
が
何
の
た
め

に
設
け
ら
れ
、
交
差
点
の
歩
道
で

な
ぜ
メ
ロ
デ
ィ
ー
が
流
さ
れ
る
の

か
等
が
ほ
ん
と
う
に
わ
か
り
、
障

害
者
の
立
場
に
立

つ
こ
と
が
で
き

る
人
権
感
覚
。
こ
の
よ
う
な
人
権

感
覚
を
身
に
つ
け
る
こ
と
は
、
私

た
ち
の

一
人
ひ
と
り
が
真
に
生
か

さ
れ
る
社
会
づ
く
り
に
つ
な
が
り

ま
す
。

視
覚
・

聴
覚
・

言
語
の
三
つ
の

障
害
を
克
服
し
、
映
画

J
4吋
跡
の

人
」
で
も
話
題
と
な
っ
た
へ
レ
ン

・

ケ
ラ
l

は
次
の
よ
う
に

言
っ
て
い

ま
す

。「
障
害
は
不
自
由
で
は
あ
る

が
、
不
幸
で
は
な
い
。

障
害
者

を
不
幸
に
し
て
い
る
の
は
社
会

で
あ
る
。

」

陣
害
者
差
別
も
部
落
差
別
も
人

間
と
し
て
の
生
き
る
権
利
が
著
し

〈
侵
さ
れ
て
い
る
と
い
、
う
つ
点
で
は

同
じ
も
の
で
あ
る
と

号
舌
一

陣
害
者
差
別
は

一
代
で
な
く
な
る

こ
と
が
多
い
も
の
の
、
部
落
差
別

は
四
百
年
以
上
に
わ
た

っ

て
、
差

別
か
ら
解
放
さ
れ
な
い
ま
ま
今
日

に
至
っ
て
い
る
の
が
現
状
で
す

。

ま
た
、
障
害
者
差
別
を
な
く
し
、

身
の
ま
わ
り
の

一
切
の
差
別
を
な

く

し
て
い

く

こ
と
が
、
と
り
も
な

お
さ
ず
部
落
差

別
を
な
く
し
て
い

く
こ
と
に
な
る
の
で
す

。

障
害
を
持
つ
人
を
手
助
け
す
る

と
き
は
「
障
害
者
」
だ
か
ら
で
な

く
困
っ
て
い
る
か
ら
手
助
け
を

|

こ
れ
が
障
害
者
に
対
す
る
接
し
方

の
基
本
で
す

。

陣
害
者
が
困
っ
て

い
る
の
を
見
か
け
た

ら

、
そ
の
人

が
何
を
し
て
ほ
し
い
か
よ
く
聞
き
、

必
要
な
と
き
は
快
く
お
手
伝
い
し

古
品
、
しょ
、

っ
。

O
手
足
の
不
自
由
な
人
に
対
し
て

町
で
率
い
す
の
人
が
凶

っ
て
い

た
ら
、
ま
ず
声
を
か
け
ま
し

ょ

う

。

一
人
で
手
伝
う
の
が
無
理
だ

っ
た

ら
、
通
り
が
か
り
の
人
に
協
力
を

求
め
ま
し
ょ
う

。

O
目
の
不
自
由
な
人
に
対
し
て

あ
い
さ
つ
を
す
る
と
き
は
、
自

の
見
え
る
人
の
ほ
う
か
ら
先
に
声

を
か
け
ま
し
ょ
う

。

案
内
を
す
る
と
き
は
、
臼
い
つ

え
の
反
対

側
に
た

っ

て
腕
を
貸

し
、
自
の
不
自
由
な
人
の
半
歩
前

を
歩
き
ま
し
ょ
う

。

第
一
四
人
権
講
座

日
時

七
月
五
日

閃

午
後
七
時
三
十
分
i

町
民
会
館
大
ホ

l

ル

久
万
町

菅
生
山
大
宝
寺
住
職

大
西
利
康
先
生

未
定

講場
師所

演
題

第
一
回
生
き
生
き
講
座

日
時

六
月
十
ヒ

H

働

(畳
の
部
)
午
後

一
時
三
十
分
i

(
夜
の
部
)
午
後
八
時
1

※
畳
・

夜
間
じ
内
容
で
行
い
ま
す

c

場
所
町

民
会
館

第

一
・

二
研
修
室

テ
l

マ

『
国
際
家
族
年
に
つ
い

d

k

d
 

重
信
町
社
会
教
育
指
導
員

八
木
光
秋
先
生

講
師

生
き
生
き
講
座
の
今
後
の
予
定

第
二
回
七
月

一
日
働

『

ぼ
く

も
み
ん
な
と
同
じ
だ
よ

』

第
三
回
八
月

二
十
六
日
働

『
ん
永
旅ぐ
る
み
の
人
権
教
育
』



天文講座

誰でも気軽に星空の観察を楽しめます。宇宙の神

秘について学んでみませんか。

対象町内在住の小学生以上及び一般の方

人数 各30名(先着順)

時間 午後7時30分一 9時。

場所 重信町立図書館4階

(プラネタリウム室 ・天体観測l室)

日 程 6月 18 日(土) 、 7 月 16 日(土)、 8 月 1 3 日(土) 、

8 月 27 日(土)

キャンプ用テント取扱い講習会

日 時 7月 8 日 (甜

午後7時30分から

場 所 重信中学校野球場

(雨天時は町民会館)

主 催 重信町教育委員会

講習内容 ・ テン ト の設営方法

- キャンプファイヤー

の留意点

。受講者には、町保有テントの

無料貸し出しを許可します。

(1人25長りまで)

震媛ス7↑tレク祭町予選クロシクー穴言語

日 時 6月 26 日 (日)午後9時から
場 所 重信中学校運動場
主 催 重信町体育協会
後 援 重信町教育委員会

参加資格
(1) 重信町に在住している者で開] 予選で勝ち妓った際、
郡予選 (8 月 28 日(日) ) ・ 愛媛スポレク祭(10月 2 日 (日)に参加

できる者。
(2) 一般の部・ ・・年齢、性別制限なし 。

老年一部 .. . 60才以上70才未満、性別不問。
老年二部・・ ・ 70才以上、性別不 [lJI 。
(年齢は平成6年4 月 1 日現在)

競技方法
(1) 競技は ト ーナメン卜法による 。 ただし、参加チーム
数によっては、予選リーグ、決勝 トーナメン 卜 法によ
ることもある 。

(2) チームは、選手3名で編成する。
(3) 規則は愛媛県クロッケー競技規則に準ずる 。
(4) 競技時間は15分とし、得点制で・行う 。
申込期限 6月 20 日 (月)
申込方法 町 民会館に備え付けの申込用紙に記入。

Jrιけれ.3:・ 12 1

盆踊り構習会
本年度も、恒例の

中央公民館主催によ

る盆踊り講習会を次

のとおり開催します。

多数ご参加下さい。 害
、 司

とY

日程表(昼・夜2園、 2 日開催)

講習日 講師名
時

畳の部

6月 25 日(土) 渡部=代子 午後2時-4時30分

7 月 2 日(土) 氏家富恵 午後2時-4時30分

喝

間

夜の部

e ・J-

午後7時30分- 1 0時

午後7時30分-10時

|| 場所町民会館 2階大ホール
曲目 重信音頭等おさらい曲及び、新曲5曲程度

I I 映写技術講習会

日 時 平成6年6 月 21 日 (刈午後7時30分から

場 所 町民会館3階視聴覚音楽室

講 師 視聴覚ライブラリー検定員 中村正史

内 容 視聴覚機器取扱いに関する実技

資格認定 受講者には修了証を交付し、映写機及び

教育映画フィルムを貸し出します。

"もラすdEヲ→レ監視員募集 |
町民プール監視員を次のとおり募集します。

募集人員 7名

応募資格

町内に居住する大学生で、次の条件をみたす方。

① 身長160cm以上て\一応の水i永(平泳ぎ ・ クロー
/レ ・ 背i永ぎ)ができること。

②期間中休まずに勤務できること 。

③ 健康で‘責任感のある男子。

期間

7月 21 日から 8月 13 日までの毎日

8月 17 日から 8月 3 1 日までの水・土 ・ 日曜日

1 2 ß寺から 1 7U寺まで

日当 5 ， 400円

応募手続

7月 1 日までに、履歴書を

社会教育課まで提出して

下さ L 、 。 定員になり次第

締め切ります。

必令\\のω \1 ，欣

問い合せ・申し込みは、町民会館(社会教育課) 64-1500へ
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文化協会

「重信親と子の良い映画を観る会」とは?

本会は13年前に、重信町在住のお母さん方の子に

よ っ て発足しました。 親と子で共に良い映画を鑑賞

し、それを通じて心豊かな子供に育てることを目的

としています。

年4回の定例親子映画会の他に、毎月 l回主に大人

向けの映画の試写会を行 っ ています。 5月 11 日の第l

回試写会では、話題作 「 さくら 」 を鑑賞しました。

老人会の方も参加してくださり、有意義なひととき

をすごすことができました。ぜひ一度試写会(原則と

して毎月第l水曜日・町民会館 ・ 視聴覚室)又は、親

子映画会にお立ち寄りください。 (年全費 千円)

問い合せ先

中野 まり 64 -7243 ・池川 虞知子 64-2995 

。一一一一一一0一一一一一一一0一一一一一ー一0

第1回親子映画会

d璽賂 ジヤンクル・フック〔デぽニーアニメ〕
‘誼樋iJII" 他短編

日時 6月 11 日(土)

1回 目 10時一 11時半

2回目 14時一 15時半

場所町民会館大ホール

会費 500円 ( 3 止 以上)

主催 重信親と 子の良い映画|

を観る会

後援 重信町教育委員会

愛媛県文化協会

重信町文化協会

文化協会重信おやこ劇場6月例会

「ジム・ギャンフル人形劇場」
日時 6月 17 日働午後6時30分一

場所開]民会館大ホール

内 容 アメリカ ・ カリフ ォ ルニアか らや っ て き た、あ

かる く 、ゆかいな人形による、地上最大の ミニ ・

サーカスシ ョ ー

主催 重信おやこ劇場

後援 重信町教育委員会 ・ 愛媛県文化協会

重信町文化協会

連絡先 事務所64 -7188 ・山岡64 -3170 ・ 寺田64- 1643

第2回目寄りづくり講座

第2回目の菊づ

くり講座を次のと

おり開催しますの

で、お気軽にご参

加下さい。

期日 6月 11 日出

時間 午後l時30分 -3時30分

場所町民会館玄関前ロビー

内容 鉢上げ\摘芯等について

受講料 無料

講師 野本権六先生(奥道後)

第2回目福寿大学

第2巨| 目の福寿大学を次のとおり開催しますので、

お気軽にご参加下さい。

日 時 7 月 1 日(翁午前 10時一 11時30分

場所町民会館2階第1 ・ 2研修室

内 容 講演 「明るい高齢化社会の実現について 」

講師 株式会社いよぎん地域

経j斉研究センタ ー

取締役顧問

問中有男先生

受講料 無料

文化講演禽

演題 「四国遍路と私」

内容 徒歩による八十八ヶ

所霊場めくりの体験

談等

講師 随筆家子束妙絹尼

鎌大師堂自素庵主

(北条市)

著作 句集 「遍路杖」、句文集「堂守歳時記」、随

筆集 「風の足あと J rお遍路でめ く りあ っ た

人々 Jr花遍路一番札所か ら 堂守日記J r 人

生は路上にあり」

日時 6月 24 日 (創午後7時~

会場町民会館第1 ・ 2研修室

入場料 無料

主催 愛媛県文化振興財団

共催 重信町教育委員会・愛媛県文化協会

重信町文化協会

問い合せ・申し込みは、町民会館(社会教育課) 64-1500へ
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明新しい委員さんを

膏少年補導要員と連携を/
各分館・ PTA . 学校から推薦され、 町長か ら委嘱

を受けた青少年補導委員は、街頭補導・少年相談・

環境浄化活動等に従事し、町内青少年の非行防止、

健全育成の推進に努めています。

各地域におかれましては、補導委員さんと連携を

図りながら 21 世紀を担う青少年を温かく見守り育て

ていきましょう。

平成否寧宏一曽少字補導委理想
所 属 氏 名 住 所 電話番号

山之内 酒井 導明 山之内51 - 3 64-8962 

樋 口 水田伸一 樋口 1385一 ] 64-5964 

横河原 成井孝夫 お面口 1356 - 121 64-6268 

志津 川 宮内 和夫 志津川648 64-6470 

志津Jl I II\!問iiI 近藤 宏 志津川 1303 64-0592 

八反地 酉原正志、 志津川 1608 64-6568 

西 岡 山内 典明 西岡1339 64-9748 

橋磨台 柴 憲作 凶 |笛] 599 - 40 64-8223 

上 樋 大塚幸利 .tH剃 1838 - 6 64-0335 

見奈良 t島原 擁 見奈良458- 2 64-0993 

田窪団地 東 徹- 田窪1976 - 18 64-3614 

回 窪 高橋重則 田窪1181 - 2 64-8777 

I担( i也 平岡 直久 牛 i*'1 1399 64-2024 

i刻 大北英明 牛ì*IJ 1300 64-0829 

牛 ì*IJ団地 坂本真喜雄 J午 j刻 1957 - 1 30煉355号 64-0192 

北野台 樋口 義明 北野田 982 - 2 64-9538 

北野田 安井篤志、 北野田262 64-0895 

i有野田 明賀 正宏 南野間330 64-1930 

和J 村 大六 隆 北野田578- 2 64-5969 

」二 林 菅原 {呆 上林司吃561 64-1071 

中本 小池慎吾 下**月 1 1851 - 22 64-5643 

村 永野 通 上村 Fj'l 102 64-3518 

北吉井小 窪 省ニ 松山市南梅本町974- 14 76-5724 

南古井小 晶石利保 松山市水íJ山1 ]"7 1 3 - 3 76-0571 

拝志小 晶須賀勝良 田窪1672 - 7 64-6034 

J-. 林小 芝 ぷt~;~ロ }II 内 Pl j"北方3205 - 1 66-3824 

軍信 ~r 武智 和夫 上村 l ド 497 - 2 64-1843 

f.!ú且高校 崎山 普史 田窪2156-8 64-8178 

北小 P 参川 恭子 横河原348 64-2642 

南小 P 品須賀 進 間窪1332 64-0744 

拝小 P 石川 益昭 ' F林 ItJ 1699 64-6812 

J' 小 P 山内 明美 J-)~ド可]615- 1 64-8648 

重 中 P 村上ひとみ 牛i*1] 605 64-8696 

東i品高 P 丹生谷美雄 ードキ本甲 1243 64-8344 

ご紹介しますゅ
明地 区畠鴎名 氏盟関名 昼墨住璽盟所躍3 孟誼

電話番号

和国 克子 山之内 1476 - 1 64-0619 

山之内 白戸 純子 山之内526 64-3526 

水 I刀ロ 節子 山之内番外2-25 64-1912 

お匝
菅野ツネ子 樋口 512 64-3490 

日
水田 悦子 樋口 837 64-6086 

仙波 充 横河原275-5 64-734 

横河原 参川 恭子 横河原348 64-2642 

岡田 幸子 横河原181 - 1 64-9756 

渡部美代子 志津川660- 1 64-6458 

:iii宰 J II 旭佐恵子 芯;i章}11 1 047 - 15 64-9076 

越智勝寛 志津川 1615 -2 64-7224 

四 |河
相原真知子 西岡172-2 64-5269 

橋本由美子 西岡547- 4 64-5191 

{語磨古団地
織久森義信 西岡599-29 64-2309 

樋口恒明 西岡599-60 64-5295 

ノ円」 五Jιh、E .Ët
小川 智 見奈良604 - 17 64 • 1870 

窪田比良喜 見奈良1413 64-3645 

池田 益雄 田窪898- 3 64-6040 

回 窪
山内 千里 田窪405 64-0733 

渡部 肇 田窪1353 64-0752 

岡 タカ子 回復[1618- 1 64-2618 

仕1 ;室岡I也 広藤文三 田窪2263 - 1 64-9808 

山内 孝之 !+:. ì長IJ 485 64-8266 

午 �*11 星川千栄子 牛洲705 64-0782 

吉田早栄美 ! I::. ì刈 1409 - 4 64-3130 

午 i~11団地
渡部定子 ! Iニ 洲 1957 - 1 12 -2 46号 64-5260 

神田恵子 牛j刈 1957- 1 34 - 35号 64-9836 

中内 正実 南野111290-3 64-1042 
ft1 ~J 1 日

明賀八重子 南野田264 64-8560 

岡田家子 北町'回 129 64-3687 
北野 11 1

山首ひとみ 北野田 1068- 7 64-9805 

f;ill 戎井美代子 !j ニ i*1Jl 846- 4 64-5799 

北ff台団地 藤井 隆Iムロ 北野田 988 - 20 64-6718 

十!
八塚清子 北町'凹 752 - 1 64-2953 

和?
松田ミネ子 北野田666 64-8374 

菅原俊子 上林甲2030 64-6181 

J'. 中本 菅野光栄 J~.す木町~695 64-2326 

渡部治雄 上林叩3225 64-0631 

中本
松浦政行 下林甲2506-3 64-3215 

竹村町子 ' F林甲2862 64-2732 

永野修吉 上村甲320 64-8991 
土. 村

高市和子 上村甲 191 64-3875 



伝
統
行

n

雷
雲
弱
祭u二

円
抽

議
よ
》

こ
こ
牛
測
で
は
、
毎
年
五
月
五

日
、

二
十
四
代
式
守
伊
之
助
さ
ん

を
招
き
、
子
供
相
撲
大
全
を
聞
い

て
い
ま
す

。

最
初
は
遠
慮
し
な
が

ら
も
、
す
く
い
投
げ
・
寄
り
切
り

の
技
も
で
る
な
ど

、

地
元
の
人
達

を
楽
し
ま
せ
て
い
ま
し
た

。

町長が1 自郵便局長

1 15 ・τtιけれぶ

四
月

二
十
日
の
逓
信

記
念
日
を
記
念
し
て
、

二
十
二
日
重
信
郵
便
局

で
式
典
が
行
わ
れ
ま
し

Jノ
』O町

長
が

一
日
郵
便
局

長
に
委
嘱
さ
れ
(
重
信

郵
便
局
で
は
初
め
て
の

行
事
だ
そ
う
で
す
)
、
郵

政
事
業
に
ご
協
力
を
い

た
だ
い
て
い
る
方
々
の

表
彰
な
ど
が
あ
り
ま
し

ふ
に
。

百
二
十
キ
ロ
グ
ラ
ム
の
力
石
を

抱
え
て
歩
く
力
比
べ
大
会
も
あ
り
、

力
余
り
あ
る
男

性
が
挑
戦
し
て

い
ま
し
た

。

逓信記念日

ど
つ

あ| も
り
ガ
と
つ

四
月

三
十
日
、
愛
媛
県
ゲ
l

ト

ボ
ー
ル
連
合
か
ら

上
林
小
学
校
へ

ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル

一
式
が
贈
呈
さ
れ

ま
し
た

。

こ
れ
は

、

世
代
交
流
と
豊
か
な

家
庭

、

つ
く
リ
を
目
的
と
し
て
贈
ら

れ
た
も
の
で
、
児
童
た
ち
も
「
こ

れ
を
機
会
に
お
と
し
よ
り
と
い

っ

し
ょ
に
、
も
っ
と
上
手
に
な
り
た

い
」

と
う
れ
し
そ
う
に
話
し
て
い

ま
し
た

。

版

重

重
信
町

中
央
公
民

館
で
は
、

町
内
各
分
館
の
協
力
を
得
、
地
域

環
境
美
化
活
動
を
推
進
す
る
た
め
、

花
い
っ
ぱ
い
運
動
を
展
開
し
て
い

ま
す
。

そ
こ
で
、
各
地
区
に
配
布
す
る

た
め
の
花
苗
ポ
ッ
ト

つ
く
り
に
、

重
信
町
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
や
重

信
町
婦
人
会
な
ど
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
と
し
て
積
極
的
に
協
力
し

て
い
た
だ
き
ま
し
た

。

な
お
、
本
年
度
は
宝
く
じ
緑

化

推
進
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業
を

受
け
、
春
夏
用
と
し
て
百
日
草

・

{;t n {，こつ私たちの町を花て IJ

-J
S
 

T
\、

、
、
山
v
'

p
a-

r、
M
mf}

，

γ
F
司
「
』
f

j

サ
ル
ビ
ア
、
秋
冬
用
と
し
て
パ
ン

ジ
ー

-

葉
ボ
タ
ン
を
予
定
し
て
お

り
、
今
後
も
苗
づ
く
り
に
協
力
し

て
い
た
だ
け
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。

編
入
会
だ
よ
り

七
十
年
の
歴
史
を
誇
る
婦
人
会

の
灯
を
大
き
く
し
た
い
/

五
月
七
日
に

重
信
町
婦
人
会
の

総
会
を
開
催
し
平
成
六
年
度
が
ス

タ
ー

ト

し

ま
し
た

。

婦
人
会
が
地
域
の
た
め
に
何
が

出
来
る
か

。

抗
が
自
分
を
必
要
と

し
て
い
る
か

等
々
を
真
剣
に
考
え

直
し
て
み
る
時
代
に
な
り
ま
し
た

。

ま
た
目
の
前
に
や

っ

て
き
た
高

齢
化
社
会
の
刈
応
も
避
け
て
通
れ

な
い
課
題
で
す

。

本
年
度
の
執
行
部
役
員
も
若
返

り
ま
し
た

。

若
い
婦
人
の
皆
さ
ん
、

婦
人
会
で
私
た
ち
と

一
緒
に
地
域

の
た
め
、
自
分
た
ち
の
た
め
に
い

い
汗
を
流
し
ま
せ
ん
か

。

一
人
で
も
多
く
の
方
の
入
会
を

お
待
ち
し
て
い
ま
す

。

(
婦人
会
長

岡
多
清
子
)

ーー、 ¥ 



τ正ιーすめふ:・ 16 1

戸
籍
の
窓

五
月
十
日
ま
で
の
届
出
分

お
誕
生
お
め
で
と
う

志樋志志西志志回樋 住
j宰 i4t i掌 iヰf i宰
川 口 川川問川川 窪口 所

平 i度 l度黒新米中三;笠
保岡部部臼 倉田 回浦田
護明 イ申 勇 紀弘 j享 健
者雄毅 一二 之一浩司二

首 51 春萌賞真如tヨ 裕 矧 出
生~- 1I奈佐之美 香子
!足

4 4 4 4 4 4 443  生
年月

15 14 12 12 12 10 9 4 31 日

上志 横田 住

林川津原i可 窪 所

山阿田村良中 f呆
本部 j中悶 護一一 三耳巴口

者英裕也一

事 祐 裂舜 出
生s瓦~ 1i、『
!尼

4 4 4 4 筆

30 27 17 151 ~ 
L 

お
悔
や
み
申
し
上
げ
ま
す

四横樋牛南志牛 イ主
i可 野;主

岡原口減IJ 田川 i*IJ 所

波有山雌大冨水
氏部光本主川間口

~，菜-局運
名桜 子子平一治一

51 45 74 36 79 62 92 
年
令

5544444 警

5 3 28 20 19 18 2 I ~ I 
ー

訂
正4

月
号
の
広
報
に
次
の
方
の
お

名
前
を
遺
漏
し
て
お
り
ま
し
た
の

で
お
詫
び
し
て
掲
載
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す

。

出
生

窃知S世

上林河之内線林道

③通行止め@
水の元より先、 10月末

(予定)まで全面通行

止め

※皿h嶺及び風穴方向

へは遊歩道をご利用下

さし、

いまある重信の豊カ・な「水」 を守りましょう
H

名
水
の
里
・
重
信
H
パ
ネ
ル
展

期
間六

月

二
十
三
日

1

二
十
八
日

場
所町

民
会
館
ロ
ビ
ー

講
演
会

「
名
水
鑑
定
人
、
重
信
を
歩
く
」

日
時六

月

二
十
五
日

午
後
一
時
半
1

四
時

場
所町

民
会
館
研
修
室

講
師広

白
崎
電
気
大
学
教
授

佐
々
木
健
氏

問
い
合
せ
先

重
信
く
ら
し

の
学
習
会

m
u六
凹
l

O
八
二
八

(
九
井
)

草鶏ゎ
金

川べりいっぱL 、に

印刷四国電話印刷附⑤791 -02 重信町大字志津J !l 972番地 ft (0899)64 -2001(代表)

13 : 00-14 ・ 00 1 町民 会館

唖ヨ白隣略』
時罰陸自逝宜主困問割障胃E園田国

事名

26(日)1 当 番医 岸本医院 川内町北方 fi66-5670
l 結核・肺がん検診〈各地区一 29 日まで〉

6 I n~II~\ f ~~;-.:;:一一一一 ーーーーー ー ー 一一ーーー ー r- 一一一 ー ーー ----r
27例)1 子宮がん ・乳がん検診 1 _ _ _ _ _ _ 1 

1 13:00-l4 :00 1 町 民会館(30才以上の女性) I ~ V ' VV .l'1.VV I 

組大ゴミ回収日(午前 10時までに出して下さい。 )

月 1 28ωl 子宮がん 乳がん検診一一一
r ;;:~~~ ;~ :-;; r ~~-~:J :一

|(30才以上の女性) l 'v , v V ", vv l 

3O(ね I /!l J県民税第1期納期限
| 生き生き講座② 1 1 3:30- 、 20:0ト | 町 民会館

1 (翁|基本健康診査 1 9: 00 -II : 301 
1,:::: ~: : : :1 南吉井小体育館

(40才以上の住民) 113:00-15:001 
l 役場開庁日

2 (土) 1
|盆踊り講習会 ー-r Î4- :泊三 ij 7羽二 |耐民会一詰

31日)1 ぎi ilì'医 八木耳鼻咽喉科皮膚科 重信町 '-1ニ測IJ fi64-5400 
l 結核 ・肺がん検診 〈各地区-8 日まで〉

4 侭) 1 リ ノ、ビ リ教室 113:30-15: 30 1 町民 会館

おとしより健康相談室 要予約 11 4:00- 16: 00 1 役場保健婦室

5(州人権講座① 1 19:30- 町 民会館
| 子宮がん・乳がん検診 l 

6 (羽|
|( 30才以上の女性)

1 1 才6 力月 児健康診査
7 附|

|(H4年 11 月 ・ 1 2月生まれの者)

|役場開庁日
9 (士)1

l 菊づく り講段③ 一 ---rïúõ二 |目了民一全一括

不燃物回収日
10(印卜

当番医謀長石病院 重信町志津川 fi64-1234
子冶ーがん・手しがル検診

1 1(月 ) 1
( 3 0字以上の火性)

，基本健康診査
1 2(刈|

| (40才以上の住民)

| 礼児健康診査
13(村 |

| (H5年9月 ・ 1 2 月'H6年3月生まれの者)

14(ね|行政心配ごと相談所
15(釧リハビリ教室 113: 30-15: 30 1 町民 会館

| 役場開庁日
16(土) 1 量古ー町一語民詰~Jf託孟査一一ーー一 一一 r13: ÕÕ 二 一一一一一 r ~j' 民ー会ー伝
1 í(臼 11 当得医 国立療養所愛媛病院 重信町横河原 fi64-2m 

1 8 (月 ) 1 おとしより健康相談室 要予約 1 14 : 00 -16 : 001 役場保健婦室
| 基本健康診査 1 9: 00 -ll : 30 1 

印刷 I-~~_' :"':: :": .~ ~"':. ~ , 1.:: :: :: :: :1 下林集会所
|(40才以上の住民) 1 1 3 ・ 00-15:00 1

2 l(利下駄ばき 楽習 119 
| 子宮がん ・ 字しがん検診

J'J 122樹|
| (30才以上の女性)

23出|役場開庁日
24(上111 :%， 番医 西本整形外科

a 不燃物回収 日

校区別同和教育出張懇談会 (25- 29 日) 1 1 ~I] 内 18会場
25(fl) 1 '.'; ーー ー ー ー ーーーーー - - - ーーーー ー ーー ー -'"- '- f -- ー | 

子宮がん ・手しがん検診 I.n. _n .. .nJ 
113:00-14: 00 1 町 民会館

(30才 以上の女性) I' ~ - ~ V • ，， ~vl 

4 子宮がん ・ 字しがん検診
26(刈|

| (30才以上の火性)

|基本健康診査
27(71<) 1 

|(40才以上の住民)

心配ごと相談所

28(桐|基本健康診査

(40寸以上の住民)

目 子宮がん ・礼がん検診
29(鉛|

| (30才以上の女性)

3O(お | 役場開庁日
3 1(日 ) 1 当 番医 西村内科

場所時間1T 

13:00-14 : 00 1 下林集会所

1 3 ・ 30-1 4:301 町 民会館

13:00-14 :00 1 北吉判小体育館

松
町
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1 3:30 -14:30 1 町 民会館

7 

13 ・ 00-15:00 1 役場2附第 l全議室

30-

13: 00 -14 : 00 1 町民 会館

重信町田 i集 合64 - 1611

9:00-11 ・ 301
1 ~IJ 民 会館

13: 00 -15: 00 1 
13:00- 1 5:001 役場2階第l全議室

9 : 00 -II : 301 
|町 民会館

13: 00-15: 00 目

13:00-1 4:00 1 上林公民館

重信町志津川 fi64-2461 

企画商工諜編集愛媛県温泉郡重信町発行
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